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紹
介
と
批
評

課
に
勤
務
す
る
K
・
E
・
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
本
拠
を
も
つ
一

小
雑
誌
『
ア
メ
ラ
シ
ア
』
の
一
九
四
五
年
一
月
二
六
日
号
の
中
に
、
　
「
タ
イ
事

情
」
と
題
す
る
彼
の
秘
密
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ

れ
が
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
の
発
端
で
あ
つ
た
。
秘
密
報
告
書
の
掲
載

に
不
審
の
念
を
抱
い
た
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
た
だ
ち
に
、
戦
略
工
作
局
保
安
主
任
A

．
V
・
ビ
ュ
ー
レ
ン
に
こ
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ピ
ュ
ー
レ
ソ
は
、

二
月
二
八
日
に
調
査
室
長
F
・
B
・
ピ
ラ
ス
キ
に
対
し
て
、
報
告
書
類
搬
出
経

路
の
調
査
を
指
示
し
た
。
三
月
一
一
日
に
は
ビ
ラ
ス
キ
の
指
揮
の
下
に
、
極
秘

裡
に
ア
メ
ラ
シ
ア
社
の
事
務
所
の
捜
索
が
行
わ
れ
、
書
類
の
一
部
が
盗
み
出
さ

れ
た
。
こ
の
時
同
社
が
保
有
し
て
い
た
文
書
の
多
く
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政

府
各
省
の
機
密
文
書
か
ら
な
つ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
事
実
は
、
た
だ
ち
に
、

国
務
省
、
司
法
省
、
F
B
I
に
通
達
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。
か
く
て
、
六
月
六

日
に
、
捜
査
を
続
け
て
き
た
F
B
I
は
、
ア
メ
ラ
シ
ア
社
に
関
連
し
て
、
機
密

文
書
不
法
所
持
の
容
疑
で
六
人
を
逮
捕
す
る
こ
と
に
ふ
み
切
つ
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
」
・
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
（
雑
誌
『
ア
メ
ラ
シ
ア
』
編
集
長
）
、
ケ
イ
ト
。

L
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
副
編
集
長
）
、
マ
ー
ク
・
J
・
ゲ
イ
ン
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

デ
メ
ラ
シ
ア
』
誌
へ
の
寄
稿
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
の
蜜
按
な
関
係
、
政
府
機
密
文
書
保

持
）
、
　
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
ス
（
海
軍
中
尉
、
　
『
ア
メ
ラ
シ
ア
』
誌
へ
の
寄
稿
、
サ
蓄

ヴ
ィ
ス
を
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
ヘ
紹
介
）
．
　
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
S
・
ラ
ー
ル
セ
ン
　
（
海
軍
情
報

局
員
、
後
に
、
国
務
省
地
域
研
究
課
極
東
問
題
専
門
家
、
国
務
省
と
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
と
の
間

に
立
つ
て
国
務
省
文
書
を
持
ち
出
し
た
容
疑
）
．
ジ
ョ
ソ
・
S
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（
米
国

駐
華
大
使
館
外
交
官
、
彼
の
書
い
た
延
安
の
中
共
に
か
ん
す
る
報
告
書
の
多
く
が
ア
メ
ラ

シ
ア
社
の
所
持
す
る
文
書
の
な
か
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
、
ゲ
イ
ン
、
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
　
（
噌
九
三
八
）

と
の
接
触
）
が
こ
の
時
逮
捕
さ
れ
た
六
人
で
あ
る
。
そ
の
後
、
裁
判
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
六
人
の
容
疑
者
の
う
ち
、
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
と
ラ
ー
ル
セ
ソ
が
若
干
の
科
料

を
課
せ
ら
れ
た
以
外
は
、
す
べ
て
、
翌
一
九
四
六
年
の
春
ま
で
に
、
無
罪
と
し

て
釈
放
さ
れ
た
。

　
以
上
が
．
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
の
概
略
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
近
年
こ
の
事

件
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
関
連
し
て
押
収
さ
れ
た
政
府
各
省
の
機
密
文
書
の
一
部

が
公
表
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
は
、
こ
の
時
押
収
さ
れ
た
一

二
六
〇
編
の
文
書
（
実
際
に
押
収
さ
れ
た
文
書
の
数
は
一
七
〇
〇
点
に
達
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
複
写
に
よ
つ
て
重
複
し
た
も
の
が
多
く
存
在
し
た
）
の

中
か
ら
三
一
五
編
を
選
択
し
、
　
『
ア
メ
ラ
シ
ア
・
ペ
イ
パ
ー
1
中
国
情
勢
破
局

の
端
緒
ー
』
と
題
し
て
そ
れ
ら
の
文
書
を
公
刊
し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
キ

ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
著
作
は
、
こ
の
『
ペ
イ
パ
ー
』
に
附
さ
れ
た
序
文
に
他
な
ら

な
い
。
著
者
は
、
特
に
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
、
お
よ
び
、
そ
の
文
書
の
な
か
に
お

け
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
役
割
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
の
観
点
か
ら
、
三
一
五
編
の

文
書
の
う
ち
、
延
安
の
中
共
に
か
ん
す
る
報
告
を
中
心
と
す
る
二
五
編
の
サ

ー
ヴ
ィ
ス
の
文
書
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
文
書
の
分
析
の
大
部
分
の
ス
ペ
！

ス
を
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
報
告
の
検
討
に
割
い
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
サ
ー

ヴ
ィ
ス
氏
の
『
ア
メ
ラ
シ
ア
・
ペ
イ
パ
ー
米
中
関
係
史
の
諸
問
題
ー
』
は
、
キ

ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
見
解
に
対
し
て
．
当
事
者
か
ら
の
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
す
で
に
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
報
告
書
そ
れ
自
体

を
分
析
す
る
機
会
を
得
た
の
で
（
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
！
プ
編
『
ア
メ
リ

カ
の
対
外
政
策
』
所
収
、
拙
稿
「
ジ
ョ
ン
・
S
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
延
安
報
告
ー
一
つ
の
ア

メ
リ
カ
の
中
国
観
1
」
、
一
九
七
一
年
九
月
、
鹿
島
出
版
会
よ
り
出
版
予
定
）
、
本
稿
で



は
、
両
者
の
対
立
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
あ

る
両
者
の
中
国
に
対
す
る
認
識
態
度
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
二
五
年
前
の
文
書
が
今
日
再
び
脚
光
を
あ
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
は
、

ま
さ
に
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
ア
メ
リ
カ
が
今
日
中
国
と
の
間
で
直
面
し
て
い
る

問
題
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
中
国
と
の
問

題
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
二
つ
の
主
要
な
潮
流
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
キ
ュ
ー
ベ
ヅ
ク
氏
は
、
現
在
、
ダ
ラ
ス
大
学
歴
史
学
科
教
授
の
地
位

に
あ
り
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
は
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
バ
ー
ク
レ
イ
）
中
国

研
究
セ
ソ
タ
｝
主
任
図
書
館
員
の
地
位
に
あ
る
。

二

　
ま
ず
、
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
見
解
は
、
e
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
の
性
格
、
⇔
一

九
四
四
ー
五
年
の
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
、
㊧
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
報
告
の
評
価
の

三
点
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
強
い
反
共
的
立
場
か
ら
、
こ
の
事
件
が
、

国
際
共
産
主
義
運
動
の
影
響
の
下
に
発
生
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

観
点
か
ら
、
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
六
人
の
容
疑
者
の
共
産
主
義
者

と
の
関
係
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
．
ア
メ
リ
カ
共

産
党
支
配
下
の
鐸
①
暮
註
自
巴
富
ぎ
吋
U
a
窪
昭
の
機
関
誌
、
お
よ
び
、
セ
§

さ
。
。
。
。
錺
へ
の
寄
稿
、
同
党
の
経
営
す
る
、
　
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
静
浮
駐
9

暫
げ
8
一
亀
ω
8
芭
留
慰
ま
①
で
の
教
師
の
職
、
二
回
の
中
国
訪
問
を
含
む
中
ソ

の
共
産
主
義
者
と
の
接
触
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
へ
の
寄
金
の
諸
事
実
が
指
摘
さ

　
　
　
紹
介
と
批
評

れ
て
い
る
（
＝
＝
⊥
責
）
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
と
同
じ
く
、
≧
§

套
鵠
へ
寄
稿
す
る
か
た
わ
ら
、
器
験
屡
8
留
げ
8
一
で
教
鞭
を
と
つ
て
い
た

（
三
二
頁
）
。
ゲ
イ
ソ
は
、
ソ
連
に
同
情
を
寄
せ
、
　
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
ア
メ

リ
カ
で
、
「
最
も
急
進
的
な
新
聞
」
の
一
つ
で
あ
つ
た
、
霞
で
仕
事
を
し
て
い

た
、
　
「
献
身
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
で
あ
つ
た
（
四
〇
頁
）
。
ロ
ス
は
、
ナ
チ

ス
の
捕
虜
に
共
産
主
義
を
吹
き
込
む
目
的
で
も
つ
て
設
立
さ
れ
た
、
モ
ス
コ
ー

に
あ
る
宰
8
0
㊦
§
き
O
§
鼠
箒
Φ
を
一
九
四
三
年
に
弁
護
し
た
た
め
に
、

彼
の
勤
務
す
る
ア
メ
リ
カ
海
軍
情
報
局
の
審
査
を
受
け
た
前
歴
を
も
つ
て
い
た

（
三
六
頁
）
。
ラ
！
ル
セ
ソ
と
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
と
直
接
関

係
を
も
つ
た
経
歴
は
な
か
つ
た
が
、
前
者
は
、
国
務
省
の
秘
密
文
書
を
、
後
者

は
．
国
務
省
に
属
す
べ
き
自
ら
の
秘
密
の
報
告
書
を
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
に
手
渡
し
た

容
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
ど

の
く
ら
い
の
文
書
を
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
に
手
渡
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
「
そ

の
反
証
を
欠
く
が
ゆ
え
に
、
ア
メ
ラ
シ
ア
社
で
発
見
さ
れ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
文

書
の
多
く
は
、
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
と
そ
の
仲
間
と
の
数
回
の
会
合
（
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
｝

九
四
五
年
四
月
か
ら
六
月
の
間
に
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
と
数
回
会
つ
て
い
る
ー
筆
者
註
）
の
う

ち
に
、
彼
自
身
に
よ
つ
て
渡
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
、
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
（
二
噌
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
事
件
の
容
疑
者
の

多
く
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の
関
係
者
で
あ
つ
た
か
、
ま
た
は
、
間
接
的
な
同

調
者
で
あ
つ
た
「
事
実
」
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
究
極
的
に
は
、
こ
の

事
件
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の
影
響
下
に
ひ
ぎ
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示

唆
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
著
者
に
よ
る
と
、
国
務
省

官
吏
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の
同
調
者
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
し
か
も
、
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
　
　
（
一
九
三
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

密
文
書
を
彼
ら
に
横
流
し
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
家
的
安

全
に
と
つ
て
大
き
な
危
険
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

危
険
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
第
二
の
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
局
も
近
づ
い
た
一
九
四
四
－
五
年
の
間
の

ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
に
か
ん
し
て
、
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
大
統
領
と
国
務
長
官
が
く
り
返
し
表
明
し
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
で
も
全
国
で
も
は

つ
き
り
と
了
解
さ
れ
て
い
た
．
中
国
に
対
す
る
戦
時
中
の
ア
メ
リ
カ
の
基
本
的

政
策
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
蒋
介
石
総
統
の
中
央
政
府
を
支
持
し
．
戦

場
で
は
日
本
に
対
し
て
彼
の
軍
隊
を
援
助
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
公
式
に
は
．

合
衆
国
は
、
戦
争
が
続
く
か
ぎ
り
、
中
国
の
唯
一
の
政
府
を
承
認
し
て
い
た
の

で
あ
る
」
（
七
九
頁
）
。
し
か
し
、
「
中
国
の
唯
一
の
政
府
」
と
し
て
の
蒋
介
石
政

権
を
支
持
す
る
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
は
、
一
九
四
五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談

を
境
に
し
て
、
「
ア
ジ
ア
本
土
に
お
け
る
共
産
主
義
者
の
目
標
を
準
公
式
的
に

承
認
す
る
」
方
針
に
変
化
し
て
い
つ
た
（
二
五
頁
）
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の

変
化
は
、
中
国
の
舞
台
で
は
、
蒋
介
石
の
国
民
党
に
敵
対
す
る
政
策
を
生
み
出

し
．
や
が
て
は
ア
メ
リ
カ
が
蒋
政
権
を
「
放
棄
す
る
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
こ
の
政
策
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
原
動
力

と
な
つ
た
の
は
、
当
時
中
国
に
勤
務
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
P
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
や

サ
ー
ヴ
ィ
ス
ら
の
報
告
や
提
言
で
あ
つ
た
。
彼
ら
の
現
地
か
ら
の
報
告
は
、

「
当
時
最
も
重
要
な
」
も
の
で
あ
り
、
国
務
省
内
で
は
「
福
音
」
と
し
て
受
け

と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
三
〇
頁
）
。
し
か
も
、
彼
ら
の
報
告
と
提
言
は
、
当

時
ア
メ
リ
カ
共
産
党
が
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
、
蒋
介
石
を
中
傷
し
毛
沢
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
八
　
　
（
一
九
四
〇
）

を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
一
般
的
雰
囲
気
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
つ
た
（
一
九

頁
）
。
し
た
が
つ
て
、
著
者
は
こ
こ
で
、
蒋
介
石
の
没
落
と
中
共
の
勝
利
を
も

た
ら
す
に
い
た
つ
た
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
の
転
換
が
、
結
局
は
国
際
共
産
主

義
運
動
の
同
調
者
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
ら
の
一
団
の
国
務
省
外

交
官
の
強
い
影
響
の
下
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
具
体
的
に
い
か
な
る
報
告
と
提
言
を
行
つ
た
の
で
あ
ろ
ヶ

か
。

　
第
三
の
問
題
点
で
あ
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
報
告
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
国
民

党
に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
中
共
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
と
の
対
比
の
鮮
明
さ

で
あ
つ
た
。
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
．
一
九
四
四
年
六
月
二
四
日
の
報
告
の
な
か
で
．

国
民
党
が
自
己
の
政
治
権
力
の
温
存
を
求
め
る
利
己
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
を

第
一
の
目
標
と
し
、
そ
の
社
会
的
基
盤
た
る
地
主
・
資
本
家
階
級
の
利
益
を
損

う
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
イ
ソ
フ
レ
を
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
大
衆
の

支
持
を
失
い
、
抗
日
戦
争
を
遂
行
す
る
真
の
意
思
の
な
い
こ
と
を
批
判
し
た

（
八
四
頁
）
。
国
民
党
と
は
対
照
的
に
、
中
共
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
活
力
に
富

ん
だ
革
新
的
性
格
、
大
衆
を
動
員
し
た
抗
日
戦
争
遂
行
の
能
力
と
意
思
、
ア
メ

リ
カ
と
の
協
力
の
希
望
、
お
よ
び
、
、
漸
進
的
な
民
主
主
義
等
の
諸
特
徴
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（
一
九
四
四
・
九
・
四
、
一
〇
・
一
〇
、
扁
九
四
五
・
三
二
三
の
報
告
、

九
五
、
九
九
、
一
〇
七
頁
）
。
か
く
て
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
蒋
介
石

に
対
す
る
援
助
と
並
行
し
た
中
共
に
対
す
る
援
助
が
、
よ
り
有
効
な
抗
日
戦
争

の
遂
行
、
国
民
党
の
改
革
、
内
戦
の
回
避
、
中
共
の
威
信
の
増
大
を
も
た
ら
す

で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測
の
上
に
立
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
共
に
対
す
る
軍
事
援

助
を
提
言
し
た
の
で
あ
る
（
嚇
九
四
四
・
八
・
三
．
九
・
三
の
報
告
、
九
五
頁
）
。
か



か
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
報
告
か
ら
、
著
者
は
つ
ぎ
の
結
論
を
引
き
出
す
。
す
な
わ

ち
、
「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
蒋
政
権
を
全
体
主
義
的
で
反
動
的
、
か
つ
無
能
で
腐

敗
し
た
も
の
と
見
な
し
た
。
し
か
る
に
、
彼
は
、
共
産
主
義
者
は
、
民
主
的
で

進
歩
的
、
か
つ
有
儲
で
誠
意
あ
る
も
の
と
見
な
し
た
。
彼
は
、
国
民
党
支
配
下

の
中
国
に
希
望
を
見
出
さ
な
か
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
唯
一
の
希
望
は
、
共
産
主

義
者
の
勝
利
の
な
か
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
」
（
八
○
頁
）
。

　
以
上
の
三
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
著
者
の
論
旨
は
、
蒋
介
石
の
国
民
党
政
権

を
唯
一
の
中
国
政
府
と
認
め
る
従
来
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
が
、
一
九
四
四

ー
五
年
の
間
に
、
中
共
の
民
主
的
・
進
歩
的
性
格
を
信
じ
、
中
共
へ
の
部
分
的

軍
事
援
助
を
主
張
す
る
、
現
地
駐
在
の
ア
メ
リ
カ
の
若
手
外
交
官
の
強
い
反
対

に
あ
つ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部
に
反
蒋
親
共
的
雰
囲
気
を

生
み
出
し
、
中
共
の
国
民
党
に
対
す
る
勝
利
を
助
長
し
た
こ
と
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス

は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
に
反
対
し
た
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
つ
た
こ

と
、
し
か
も
、
彼
は
、
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
共
産
主

義
運
動
の
同
調
者
と
密
接
な
関
係
を
保
つ
て
い
た
こ
と
の
諸
点
に
要
約
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
ア
メ
ラ
シ
ア

文
書
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ニ
ク
ソ
ソ
・
ド
ク
ト
リ
ソ
の
名
の
下
に
、

ア
ジ
ア
の
反
共
諸
国
へ
の
て
こ
入
れ
を
緩
和
し
、
中
国
と
現
実
的
関
係
を
樹
立

し
よ
う
と
す
る
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
外
交
政
策
に
警
告
を
与
え
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
．
そ
の
証
拠
と
し
て
、
著
者
は
、
今

日
ア
メ
リ
カ
が
直
面
し
て
い
る
朝
鮮
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
困
難
は
、
ア
メ

リ
カ
が
中
国
に
お
け
る
中
共
の
勝
利
を
座
視
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ

た
と
主
張
し
て
お
り
（
二
三
頁
）
、
さ
ら
に
、
こ
の
序
文
は
．
中
国
の
国
連
加

　
　
　
紹
介
と
批
評

盟
に
反
対
す
る
「
百
万
人
委
員
会
」
に
よ
つ
て
た
だ
ち
に
再
版
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
こ
の
よ
う
な
視
角
の
も
つ
問
題
点
は
、
ま
ず
反

共
か
親
共
か
の
二
者
択
一
を
迫
り
つ
つ
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
伝
え
る
中
共
の
民
主

的
性
格
と
国
民
党
の
反
動
的
性
格
の
諸
事
実
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
中
共
の

勝
利
の
責
任
を
一
握
り
の
ア
メ
リ
カ
の
外
交
官
の
観
察
に
転
嫁
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
見
解
に
対
す

る
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
反
論
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

三

　
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
「
序
文
」
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
サ
ー
ヴ
ィ

ス
氏
の
論
文
の
焦
点
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
あ
る
。
O
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
と
著
者

と
の
関
係
、
⇔
一
九
四
四
ー
五
年
の
対
中
政
策
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
部

の
対
立
、
㊧
こ
の
対
立
に
お
け
る
著
者
の
立
場
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
の
ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
の
文
書

入
手
の
経
路
、
事
件
に
お
け
る
著
者
の
役
割
の
二
点
か
ら
、
著
者
は
、
キ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
氏
に
反
論
を
加
え
て
い
る
。
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
は
、
ア
メ
ラ
シ
ア
・
ペ

イ
パ
ー
の
な
か
に
含
ま
れ
る
一
一
五
編
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
文
書
の
多
く
が
、

彼
自
身
の
手
か
ら
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
に
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
示

唆
し
て
い
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
ア
メ
ラ
シ
ア
社
が

必
ず
し
も
一
一
五
編
の
文
書
の
全
部
を
保
持
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
主
張
す

る
。
す
な
わ
ち
、
一
一
五
編
の
う
ち
六
九
編
は
、
明
ら
か
に
著
者
が
国
務
省
の

机
の
な
か
に
所
有
し
て
い
た
個
人
的
文
書
で
あ
り
、
事
件
と
関
連
し
て
F
B
I

が
押
収
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
他
の
三
一
編
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
個
人
的
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
九
　
　
（
一
九
四
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

有
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
形
を
変
え
た
複
写
が
ア
メ
ラ
シ
ア
社
に
あ
り
、
の
こ

り
の
一
五
編
は
、
純
粋
に
同
社
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
著
者

の
個
人
的
文
書
と
し
て
の
六
九
編
以
外
の
四
六
編
は
、
当
時
国
務
省
に
勤
務
し

て
い
た
ラ
ー
ル
セ
ソ
が
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
は
裁
判

で
科
料
を
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
二
二
ー
三
頁
）
。
し
た
が
つ
て
、
著
者
は
、

ア
メ
ラ
シ
ア
事
件
の
核
心
で
あ
る
政
府
の
機
密
文
書
持
ち
出
し
に
か
ん
し
て

は
、
完
全
に
無
関
係
で
あ
り
、
長
い
法
廷
闘
争
の
結
果
、
こ
の
点
に
か
ん
す
る

無
罪
は
す
で
に
証
明
済
み
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
こ
で
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
は
、

国
務
省
の
た
め
に
書
い
た
秘
密
の
報
告
書
を
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
ら
に
手
渡
し
た
と
い

う
主
張
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
の
報
告
書
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の

同
調
者
を
助
け
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
た
の

ち
、
彼
の
報
告
書
の
も
つ
意
義
を
、
一
九
四
四
ー
五
年
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
対

中
政
策
の
な
か
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
の
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
理
解
す
る
、
一
九
四
四
ー
五
年
の
対
中
政
策

を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
の
対
立
の
焦
点
は
、
国
民
党
と
中
共
に
対
す
る
軍

事
援
助
供
与
の
問
題
で
あ
つ
た
。
著
者
は
、
他
の
政
治
勢
力
を
排
除
し
て
、
蒋

介
石
の
国
民
党
政
権
の
み
を
支
持
す
る
こ
と
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
基
本
的

な
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
で
あ
つ
た
と
考
え
る
キ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
氏
の
主
張
に
反

対
す
る
（
五
五
－
六
頁
）
。
そ
こ
に
は
、
中
共
と
の
関
連
に
お
い
て
、
蒋
介
石
の

国
民
党
に
無
条
件
の
援
助
を
与
え
る
行
き
方
と
、
中
共
を
も
部
分
的
に
援
助
し

つ
つ
、
条
件
付
で
蒋
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
行
き
方
と
の
二
つ
の
対
立
す
る
政

策
路
線
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
者
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
一
貫
し

た
、
最
も
基
本
的
政
策
で
あ
つ
た
と
著
者
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
　
（
一
九
四
二
）

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
の
カ
イ
ロ
会
談
以
来
、
蒋

介
石
の
法
外
な
援
助
要
求
、
太
平
洋
か
ら
す
る
日
本
攻
撃
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ

れ
た
中
国
の
軍
事
的
重
要
性
の
減
少
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
日
戦
参
加
の
約
束
、

シ
ェ
ン
ノ
ー
ト
の
日
本
に
対
す
る
空
爆
作
戦
が
期
待
通
り
の
成
果
を
お
さ
め
な

か
つ
た
こ
と
の
諸
要
因
か
ら
、
蒋
介
石
に
全
面
的
支
持
を
与
え
る
政
策
に
対
し

て
消
極
的
に
な
り
、
む
し
ろ
、
条
件
付
の
援
助
を
与
え
る
政
策
に
急
速
に
動
き

つ
つ
あ
つ
た
（
五
九
ー
六
〇
頁
）
。
ま
た
、
当
時
の
駐
華
米
国
大
使
ガ
ウ
ス
は
、

一
九
四
四
年
七
月
に
、
蒋
介
石
の
指
導
の
下
で
、
中
共
を
含
め
た
「
戦
時
会

議
」
（
譲
導
9
茸
亀
）
の
召
集
に
よ
つ
て
、
抗
日
戦
争
の
完
遂
を
め
ざ
す
提
案

を
行
つ
て
い
る
（
六
七
頁
）
。
こ
の
提
案
は
、
明
ら
が
に
、
中
国
の
諸
政
治
勢
力

の
な
か
で
蒋
介
石
の
地
位
を
相
対
化
し
、
中
共
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力

と
現
実
的
な
関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
意
欲
を
示
す
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
後
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
蒋
介
石
に
対
す
る
条
件
付
援
助
の
政
策

は
変
わ
ら
な
か
つ
た
。
例
え
ば
、
中
共
を
排
除
し
て
、
蒋
介
石
政
権
の
強
化
と

支
持
を
要
請
す
る
、
一
九
四
四
年
一
二
月
二
四
日
の
ハ
ー
レ
ー
大
使
の
電
報
に

対
し
て
、
国
務
省
当
局
は
、
特
に
蒋
介
石
に
対
す
る
全
面
的
援
助
の
点
に
お
い

て
、
　
ハ
ー
レ
ー
と
は
異
つ
た
見
解
を
も
つ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
一
〇
一

⊥
責
）
。
さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
一
月
二
九
日
の
国
務
省
中
国
課
の
覚
書
は
、

長
期
的
目
標
と
し
て
、
蒋
介
石
へ
の
全
面
的
な
援
助
を
差
控
え
、
あ
ら
ゆ
る
中

国
の
政
治
勢
力
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
（
一
〇
四
ー
五
頁
）
、
　
ハ

馨
レ
ー
大
使
の
帰
国
中
、
重
慶
の
大
使
館
員
が
起
草
し
た
一
九
四
五
年
二
月
二

八
目
の
電
報
は
、
た
だ
ち
に
蒋
介
石
に
対
す
る
全
面
援
助
の
政
策
を
転
換
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
〇
八
ー
一
二
頁
）
。



　
ハ
ー
レ
ー
は
、
ガ
ウ
ス
に
代
つ
て
、
一
九
四
四
年
一
一
月
に
駐
華
米
国
大
使

に
就
任
し
、
た
だ
ち
に
、
国
共
間
の
調
停
に
乗
り
出
し
た
。
著
者
に
よ
る
と
、

ハ
】
レ
ー
は
、
太
平
洋
戦
争
中
ア
メ
リ
カ
が
中
国
を
支
持
す
る
政
策
を
と
る
こ

と
が
、
蒋
介
石
を
支
持
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
（
八
O
i

一
頁
）
。
先
に
引
用
し
た
、
一
九
四
四
年
一
月
二
四
日
の
ハ
ー
レ
ー
の
報
告
は
、

彼
の
こ
の
立
場
を
最
も
よ
く
反
映
し
て
い
た
。
国
民
政
府
崩
壊
の
防
止
、
中
国

の
軍
・
政
の
指
導
者
と
し
て
の
蒋
介
石
支
持
、
蒋
介
石
と
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
官

と
の
関
係
調
整
、
戦
時
供
給
品
生
産
の
促
進
と
経
済
的
崩
壊
の
阻
止
、
抗
日
の

た
め
の
あ
ら
ゆ
る
軍
事
力
の
結
集
の
五
点
が
、
彼
の
理
解
す
る
ア
メ
リ
カ
の
中

国
政
策
の
骨
子
で
あ
つ
た
（
一
〇
一
頁
）
。
そ
こ
に
は
、
国
民
党
政
権
の
地
位
を

相
対
化
し
、
抗
日
戦
争
遂
行
の
た
め
に
、
中
共
そ
の
他
の
政
治
勢
力
に
援
助
を

与
え
よ
う
と
す
る
視
点
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
著
者
に
よ
る
と
、
か

か
る
蒋
介
石
へ
の
全
面
的
支
持
の
政
策
は
、
ハ
ー
レ
ー
自
身
の
作
り
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
中
共
と
の
関
連
で
蒋
介
石
の
地
位
を
相
対
化
し
、
そ
れ
に
条
件
付

で
援
助
を
与
え
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
基
本
的
政
策
と
は
相
容
れ
な
い

も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ら
相
対
立
す
る
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
の
な
か
で
、

著
者
の
立
場
は
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
す

で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
著
者
の
基
本
的
立
場
は
、
国
民
党
に
対
す
る
否
定
的
評

価
と
中
共
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
の
上
に
立
つ
て
、
国
民
党
へ
の
全
面
的
援
助

に
制
限
を
加
え
、
中
共
へ
の
部
分
的
援
助
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の

意
味
で
、
著
者
の
立
場
は
、
基
本
的
に
は
、
ハ
ー
レ
ー
と
は
相
容
れ
ず
、
ア
メ

リ
カ
政
府
の
立
場
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
事
実
、
二
九
四
四
年
に
お

　
　
　
紹
介
と
批
評

け
る
国
民
党
の
欠
点
と
欠
陥
」
、
お
よ
び
、
「
中
国
に
お
け
る
積
極
的
な
政
治
的

要
因
」
を
分
析
し
、
「
政
府
の
基
盤
の
拡
大
の
た
め
に
条
件
付
援
助
と
政
治
的

圧
力
と
を
結
合
し
た
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
提
案
し
た
」
、
一
九
四
四
年
六
月
二

〇
日
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
氏
の
報
告
は
、
国
務
省
内
で
「
賞
賛
」
さ
れ
た
（
一
四
二

ー
三
頁
）
。
さ
ら
に
、
著
者
は
、
蒋
介
石
に
対
す
る
全
面
的
援
助
政
策
の
す
み
や

か
な
転
換
を
求
め
る
、
一
九
四
五
年
二
月
二
八
日
の
大
使
帰
国
中
の
大
使
館
員

に
よ
る
電
報
を
、
起
草
者
の
一
人
と
し
て
、
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
（
二

三
頁
）
。
但
し
、
国
務
省
と
現
地
の
大
使
館
員
と
し
て
の
著
者
の
立
場
と
の
相

違
は
、
前
者
が
、
蒋
介
石
に
対
す
る
条
件
付
の
援
助
を
、
比
較
的
長
期
的
目
標

と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
目
前
の
目
標
と
考
え
て
い
た
こ
と
の

な
か
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
（
二
三
頁
）
。

　
か
く
て
．
著
者
は
、
良
分
を
含
め
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
一
貫
し
て
支
持
し
て

き
た
、
蒋
介
石
に
対
す
る
条
件
付
援
助
の
政
策
の
も
つ
意
味
を
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
結
論
づ
け
る
。
「
ア
メ
リ
カ
が
、
中
国
で
独
立
し
た
、
特
定
の
政
治
勢
力
に

か
か
わ
る
こ
と
の
な
い
政
策
を
実
行
し
て
い
た
な
ら
、
ま
た
、
日
本
が
降
服
す

る
前
の
一
九
四
五
年
の
春
に
、
中
共
と
軍
事
的
協
力
を
開
始
し
て
い
た
な
ら
、

戦
後
の
初
期
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
と
中
国
と
の
関
係
は
．
全
く
違
つ
た
、
一
層

現
実
的
に
は
好
ま
し
い
基
礎
の
上
に
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
…
…
。
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
う
し
よ
う
と
思
え
ぽ
．
中
国
と
の
接
触
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
わ
れ

わ
れ
は
、
中
国
を
わ
れ
わ
れ
の
願
望
に
そ
つ
て
形
づ
く
ろ
う
と
す
る
家
父
長
的

な
．
宣
教
師
的
な
態
度
を
確
実
に
放
棄
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う

が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
断
固
と
し
て
独
立
的
な
か
つ
ま
た
民
族
主
義
的
な
毛
沢
東

と
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
必
ず
し
も
不
可
能
で
な
か
つ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
蝋
　
　
（
嶋
九
四
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

も
し
れ
な
い
ー
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
世
界
は
今
日
ほ
ど
複
雑
で
は
な
か
つ

た
か
も
し
れ
な
い
」
（
一
九
一
頁
）
。
か
く
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
著
者
の
見

解
の
な
か
に
、
反
共
の
旗
印
の
下
に
、
ア
メ
リ
カ
的
政
治
体
制
を
中
国
に
押
し

つ
け
る
立
場
を
拒
否
し
、
中
共
の
独
立
的
・
民
族
主
義
的
基
盤
を
承
認
し
た
上

で
、
そ
れ
と
現
実
的
関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
著
者
の
視
角
は
、
今
日
ア
メ
リ
カ
政
府
が
中
国
と
の

間
に
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
無
関
係
で
は
あ
り
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
丁
七
・
二
六
）
（
山
田
辰
雄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
　
（
一
九
四
四
）


